
当卒論の調査地域は:.東京の東に位置し.デルタ性平野のため低湿地帯が卓越し,土地利用も従

来水内が大部分缶占めてvlたと.ころである｡地形は江戸時代以来人工的に改変竜れてきたが,荒川･

中川両放水路以西ほどでは覆い｡沖積層は荒川放水路両津沿vIVC最も深く.下総台地に伺って薄(

なってvlるO土地利用の変化をみると.明治以来農地面積の減少は著しく.とくに水田面積の減少

が日だ ってvlるO第 1期の江戸から明治初期にかけては,ほとんどの土地が水田で占められていた

が,第 2期の明治後期以後,第5期vcかけて,当地城が大東京向けの疏葉栽培地域としてその重要

性を増し,加えて大襲災以後の東京の拡大とともVC宅地化がこの地にも及ぶようqC在ると.この水

田面積減少の傾向はますます強くなってV'ったo現在vcかV}では慮地と宅地の面積の割合は運転し

ている｡第2期の大正時代以後.市場に近接する有利な条件の下VC発展してVlった疏薬栽培缶中心

とした農業も,今や宅地化の進展とともQC都会地VCおける虚業のやDにくさが顕著V:怒ってきてV,

る｡農家の階層分化も昭和50年以後みられ 現在においては.2-5反の農家が,保存のきか覆

いもので.土地の回転率のよいものを選んで疏葉栽培缶巾心vc行ってvlも｡

第2瑚ucみられる新堀 ･鹿骨を中心とした花井栽培は.策災以後昭芽腕か期vcかけて.めざ意しく

発展した｡また低湿地J;e利用した金魚の蕃確も第5期に.二之江方面にみられるようになった｡

以上のようvc商業栽培･花井栽培 ･金魚の蕃碑をどは.かって江東方面で盛んV=行われていたも

のであD,江東方面が=業化するとともVC当地域-移ってきたものである｡また,江東工業地帯の

延長としての礎 は どな考え合せると.当地域は自らの内に核をもって発展してV,く地域ではをく

常vc外部(江東=業地帯.大きくは電京 )からの浸透によっで変化してきた地域とV,えるO

-･栃木県益子の地理学的考察

一 陶業 を中心として -

関

益子町は,栃木県と茨城県の県境に位置し,東VC鶏足山塊,西qC五行川低地,その中央は喜連川

丘陵の南東端vc当るとしへうようvc.地形的qcも地質的qcも非常に面白い所であるOこの自然の恵で

ある粘土を利用し,関東以東では珍らしく大掛9VC在来=業としての陶業奇行75:って,ハる0

日的Li.このような特殊な=薬缶もち,しかも首都圏内に位置し夜がら後進性の強い この地域の

地域性を把握することvcあったOしかし陶業に気を取られ 地域性を現わせなかったのが,戯念で

ある｡

益子町の特色とV}えば確かに陶業であるが,現実qCは何等かの形で陶業に従事している者は全部
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でも.僅か就業人口の5鯵vcも満たない｡叉.農村の在来=菜としての発展 してきた産業であるだ

叶vc.その母体と怒った町の性格そのものを理解するためvc第 1童女記したOこの地域把握への比.

歪 1.第 2･5葦の陶業把握への比重 1の割合である0第 2葦は,関東以東VC陶業地の少をいこと

と,当地が日本の陶業の主流から離れた特殊を立場vcあることに重点がある0第5葦では中心論題

である旧益子町の陶業ほっ vlてのべた｡特vc.第 2節立地条件.第 5節生産状況と商圏vc重点を置

き,第 1節で歴史的変遷の把連な行なった｡ 第4葦は,地域性を加えてむすぴvCかえたもので.也

域の後進性な現わすと思える性格密列記すると以下の如である｡

1. 歴史的開発は古vlが,現在文化的後進地域の東関東に位豊する｡

2.現在も過去 も,栗山道と東海道を結ぶ小交通路で.文化的通路でもある｡

5. 1次産業人rj50蕗以上の典型的塵村地帯であ9. 1戸平均耕地面積 1haの経営である0

4. 米麦中心の良業で,商品作物として葉煙草栽培が盛んであ9.逆vc近郊野菜や果実はほと人

ど栽培していをvlo

5.良林材vc恵まれていながら.公有林野が多く林業の発達がみられなvlo

6. 2次産業人口18-19%で,現在工業導入の出発点qcあるO=業は農業余剰労働力消費を

白的とし,工業化のためでは食い｡

7. 若年層及び男子労働力の流出が県内他地域よ9著Lv,0

8. 陶業のように労働生産性の低vl産業が家内工業的生産形態で,ほとんど熟練と感vcより生産

缶続けてい る｡

?. 陶業の主要労働力が家族労働であ9,雇傭形態も確立せず,日雇vl･歩合制 が多い｡

10.陶薬著聞の横の連絡がなく,個人取9引きで.協同組合を通して.版元･仕入九 ･価格の安

定等缶計ろうとしをV,0
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